
地 域 再 生 計 画 
 
１． 地域再生計画の名称 

緑と水を生かした快適な生活環境の創造 
「人 ゛いきいき″ まち ゛きらり″」づくり計画 

 
２．地域再生計画の作成主体の名称 

岡山県 
赤磐市 

 
３． 地域再生計画の区域 

赤磐市の全域 
 
４． 地域再生計画の目標 
    赤磐市は岡山県の南東部に位置し、平成１７年３月７日に旧山陽町、旧赤坂町、旧熊

山町、旧吉井町の４町が、平成の大合併により誕生した新しいまちである。人口は４５，

６４１人、総面積は２０９．４３k ㎡であり、県土の２．９％を占めている。 
地域の特色としては、市土全体の６０％を超える森林に囲まれ、美しく清らかな清流

の流れる恵まれた自然環境の中で、白桃・マスカット・ピオーネなどに代表される特産

物の生産と森林が本来有する水源かん養、山地災害の防止、生活環境保全の機能を維持

しつつ、木材需要に応じた樹種、径級に対応できる森林施業を推進し、林業の振興を図

っている地域である。また、JR 山陽本線、山陽自動車道、美作岡山道路などの広域交

通の充実した地域でもある。 
このような中で新しいまちづくりに向けての主要課題も山積している。中でも恵まれ

た自然環境の保全・活用、生活基盤の整備推進、美作岡山道路や広域農道の新設整備に

よる交通体系の変化への対応、米・果物など地域特産を生かした農林業の振興、観光振

興などが課題としてあげられる。清水白桃、ピオーネ、イチゴを中心とした果物は、共

同選果場に設置されている販売店で、岡山市だけでなく、近畿圏からの来客もあり好評

を得ている。また、ぶどう、イチゴの体験農園も、県外からの来客者が多い。また、毎

年、桜の開花が終わった４月末から 5 月にかけて、桃の花が農園一面に咲き乱れ、大

切な観光資源になっているが、接続道路が狭小であったり、橋梁を含む道路の老朽化が

著しく、観光バスや農産物出荷の貨物車の通行に支障をきたしている。市内には竜天オ

ートキャンプ場、ドイツの森、サッポロワイナリーなどの観光施設、あるいは是里ワイ

ン工場、サッポロワイン工場、赤坂天然ライスなどの農産物加工施設、JA 共撰場など

の農産物集出荷施設が散在しており、連携による相乗効果が発揮されていない。 
このため市として、農業振興については、収益性の高い作物の産地化を進め、米・桃・



ぶどうに続く特産物のブランド化を図り、林業振興については、計画的な育林など森林

の整備・保全、林業従事者の確保に努め、観光振興については、豊かな自然、観光施設

に文化財まで組み入れた観光資源のネットワーク化を進め、年間を通じて多くの人が気

軽に訪れることのできる観光ルートの設定、イベント情報等の提供に努め、観光施設等

の整備に取り組むこととしている。 
これらの取り組みと併せて、市道・林道を一体的に整備することにより、高速道路等

のインターチェンジへのアクセスを改善するとともに、交通障害箇所の解消を図る。こ

れにより、農産物の出荷の効率化、観光施設・農産物加工施設へのアクセス改善を実現

し、さらに観光および農業の連携強化を進めることで地域の活性化を図る。 
このような施策により、地域資源である緑と水を生かし「人 ゛いきいき″ ま

ち ゛きらり″」のまちづくりを目指す。 
 
（目標１）農林産物の物流の効率化 
     果樹等のブランド化をはかり、観光産業の柱として地域の活性化および 

顧客の増加の実現  
（売上高の１０％増加） 
市内どこからでもインターチェンジまで３０分計画の実現 

 
（目標２）交通障害箇所の解消 → ６箇所（市道） 
     既存道路の整備を行うことで市内地域間の連携をはかり、農産物および観光

資源を主に地域の活性化の実現 

（市内および市外からの利用交通量１０％増加） 

（目標３）自然環境の保全と林業の振興 
     （利用区域内の森林施業面積の１０％の増加） 
 

「人 ゛いきいき″ まち ゛きらり″」 
 
○「人 ゛いきいき″」・・・すべての人が健康で、心がかよいあう、住民主体のいきいき

したまちをイメージしています。 
○「まち ゛きらり″」・・・まち全体が活力にあふれ、個性がきらりと輝く存在感のある

まちをイメージしています。 
 
５．目標を達成するために行う事業 

 
５－１ 全体の概要 
  赤磐市では、現在建設中の広域農道（備前東部地区）、美作岡山道路、県道岡山吉井



線の改良工事に併せて、市道広戸小鎌線等の改良工事および林道高星線の開設工事を行

い、地域の一体性の確保と観光施設、農産物加工施設、農産物集出荷施設および山陽、

熊山、佐伯インターチェンジへのアクセス向上を図り、循環道路の整備を推進し、観光

および農林業の連携を進め地域の発展・活性化・自立の促進を図るものである。 
 
５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

道整備交付金を活用する事業 
※整備箇所等については、別添の整備箇所を示す図面による。 
 ・市町村道；市道広戸小鎌線  （S６０．３．１９道路認定） 
       市道桃光園線   （H１８．３．２２道路変更認定） 
       市道五日市西中線 （H１８．３．２２道路認定） 
       市道黒本是里線  （Ｓ６０．３．１９道路認定） 
       市道井尻西山団地線（H２０．３道路認定予定） 
       市道周匝福田線  （Ｓ６０．3．１９道路認定） 
 ・林  道；高星線      （H１５．４．１地域森林計画書策定） 
[施設の種類（事業区域）、実施主体] 

・市道（赤磐市）  赤磐市 
・林道（赤磐市）  赤磐市 

[事業期間] 
・市道（平成１８～２２年度）、林道（平成１９～２２年度） 

[整備量及び事業費] 
・市道３．０５ｋｍ、林道１．９ｋｍ 

 
・総事業費   １，６９６，０００千円（うち交付金８４８，０００千円） 
（内訳）市道 １，４９３，０００千円（うち交付金７４６，５００千円） 

林道   ２０３，０００千円（うち交付金１０１，５００千円）  
 
５－３ その他の事業 
１） 広域農道（備前東部地区） 

本市を含めた岡山県南東部の農業地帯３、５４５ｈa を広域営農団地として、団

地内の農作業の効率化、計画的生産と広域主生産地の育成、広域的な集出荷施設

の活用、流通の改善合理化、農産物の品質向上を図るため、広域営農団地を一本

化する基幹農道を県営事業として建設する。総事業費２０、０００、０００千円、

総延長３１、４００ｍで平成７年度～平成２６年度の工期を予定している。 
２） 美作岡山道路 

美作岡山道路は、瀬戸町から赤磐市、佐伯町、美咲町、美作市を経由し勝央町に



至る延長約３６ｋｍの地域高規格道路であり、山陽自動車道、中国縦貫自動車道、

中国横断自動車道岡山米子線と一体となって、県内循環高速道路網を形成すると

ともに、美作圏域と岡山圏域を相互に連絡し、沿線地域の地域振興プロジェクト

を支援するため、総事業費１１７、０００、０００千円で自動車専用道路として、

平成７年から事業に着手している。 
 
６．計画期間 

   平成１８年度～平成２２年度 
 

７．目標の達成に係る評価に関する事項 
  ４に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に必要な状況調査を実施し、目標

達成状況の評価、改善及び事業の再検討を行うことにより、今後の事業に反映させる。 
 
８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
  該当なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



添付書類一覧  
 
 
 
 １ 道整備交付金による施設整備の整備箇所 
 
 
 
 ２ 地域再生計画に含まれる行政区域図 
 
 
 
 ３ 地域再生計画の工程表 
 
 
 
 ４ 地域再生計画工程表の説明 
 
 
 
 ５ 地域再生イメージ図 


